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 要  旨 
近年、インターネットにおける映像や大容量データの伝送など、ユーザの通信
トラヒックの多様化により、バックボーンネットワークに必要となる帯域が加速
度的に増大している。このため、光通信の高速大容量性を最大限に利用したフォ
トニックネットワークがインターネットのバックボーンネットワーク構築の基盤
技術として注目を浴びている。フォトニックネットワークは、波長多重機能や、
波長スイッチング、波長変換を用いることで、広帯域化を実現できる。しかし、
その一方で光メモリの実現が困難であるために従来のような時分割交換型やスト
アアンドフォワード型のネットワークを構成することができないなどの制約があ
る。このため、空間分割交換と波長変換を有する波長交換を用いてネットワーク
を構成した場合でも、特定のソースとあて先のトラヒックは、リンク上で１つの
波長を占有することとなり、そのトラヒックが１つの波長の帯域に比べて小さい
場合には、ネットワークの帯域を十分に利用できなくなってしまう。  
本研究では、この問題を解決するため、タイムスロットを用いたフォトニック
ネットワークにおける多重化方式を提案する。本方式では、各リンク上の波長を
複数のタイムスロットに分け、リンク上で衝突が起きないように、波長とタイム
スロットを割当てる。また、光信号は各ノードにおいてタイムスロットの入れ替
えができないので、あらかじめトラヒックが経由するリンクの伝送遅延を考慮し
てタイムスロット割当てを行う。リンクの伝送遅延をタイムスロットの整数倍と
した場合と、一般的な遅延を想定した場合との 2 つに分けて、線形計画法を用い
た解法を提示し、それぞれ 3×3 ネットワークについて、計算を行った。そして、
どちらの場合においても、ネットワークを通して、一貫した波長とタイムスロッ
トの割当てができ、タイムスロットを導入することにより、各リンクに用いられ
る波長の数を減らすことができることが明らかになった。  
 
 
